
　
世
界
各
地
で
発
生
す
る
難
民

や
自
然
災
害
な
ど
に
対
す
る
各

端
の
人
道
的
支
援
の
中
で
、
医

康
面
で
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ

ー
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
＝

本
部
・
岡
山
市
）
の
酒
勣
が
注
目

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表

�
」
Ｌ
」

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
哲
映
茂

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
に
、
地
球
規
模

で
腰
開
し
て
い
る
活
動
状
況
な

ど
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。

民
間
か
ら
の
戦
争
の
抑
止
力
に

　
世
界
の
人
た
ち
が
共
有
で
き
　
「
太
平
洋
戦
争
写
真
展
」

る
価
偉
観
は
、
「
家
族
の
き
ょ
　
た
一
枚
の
写
真
で
あ
る
。

う
の
生
活
、
家
辰
の
明
日
の
希

望
」
で
あ
る
。
平
和
と
は
そ
の

実
現
で
あ
る
。
こ
の
平
和
を
妬

　
（
さ
ま
た
）
げ
る
も
の
と
し
て

戦
争
、
災
害
、
そ
し
て
貧
困
が

あ
る
。
世
界
の
人
濯
援
助
の
常

識
は
、
「
放
っ
て
お
け
な
い
状

呪
が
起
こ
れ
ば
、
ま
ず
一
郭
す

る
」
こ
と
で
あ
る
。
緊
急
教
授

の
シ
ス
テ
ム
の
有
無
が
国
の
良

心
の
有
無
に
な
っ
て
い
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
理
念
の
原
点

は
、
私
が
高
校
一
‘
年
生
の
時
に

ｎ

戦
線
で
浅
順
に
顔
を
平
分
う
ず

め
て
死
ん
で
い
た
同
世
代
の
日

本
兵
だ
っ
た
。
な
ぜ
、
彼
は
故

郷
を
湾
く
離
れ
て
死
な
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
太
平

洋
戦
争
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。

「
戦
争
と
平
和
」
は
常
に
私
の

思
考
の
主
な
テ
ー
マ
の
一
つ
に

な
っ
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
を

週
し
て
の
「
戦
争
の
抑
止
と

平
和
の
剔
出
」
が
馴
い
で
あ

る
。

　
「
困
っ
た
時
は
お
互
い
さ

ま
」
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
】
九
八
四

年
の
発
足
以
来
、
「
相
互
扶

助
」
を
人
一
援
助
の
大
原
則
と

し
て
い
る
。
現
在
、
海
外
十
八

カ
国
に
支
郎
が
あ
り
、
国
内
に

釣
￥
一
五
百
人
、
海
外
に
約
三
百

人
の
会
員
が
い
る
。
さ
ら
に
、

モ
ン
ゴ
ル
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ボ

ス
ニ
ア
、
ボ
リ
ビ
ア
な
ど
で
も

加
置
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。

「
世
界
中
み
ん
な
お
友
だ
ち
」

と
い
う
の
が
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
究

極
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
‐
@
ｐ
ト
ワ

ー
ク
で
あ
る
。

　
私
た
ち
は
、
三
十
力
国
で
四

十
件
以
上
の
プ
ロ
ジ
ヱ
ク
ト
を

実
施
し
て
い
る
。
国
連
機
関
、

日
本
政
府
、
現
地
歌
府
、
地
方

自
治
体
、
民
間
団
体
、
現
地
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
な
ど

と
濤
冽
し
た
保
健
、
医
療
、
教

育
、
環
境
、
収
益
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
り
、
相
互
理
解
、
相
互

支
援
、
相
互
信
頼
が
生
ま
れ

る
。
「
相
互
信
頼
に
よ
る
民
間

か
ら
の
戦
争
の
抑
止
力
」
が
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
目
的
で
あ
る
。

　
難
民
や
自
然
災
害
の
被
害
者

に
対
す
る
繁
華
人
道
援
助
活
動

に
加
え
て
、
貧
困
に
対
す
る
活

動
も
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
開
始
し
た
。

「
必
要
右
ｃ
れ
る
所
に
は
ど
こ

に
で
も
行
く
」
。
こ
れ
が
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
き
言
葉
で
あ
る
。
【
連

一
写
翼
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
峰
浜
】

国
内
千

5
0
0
人
、
海
外
3
0
0
人
の
会
員

支
援
活
動
の
合
間
に
、
ザ
ン
ビ

ア
の
現
地
の
子
ど
も
た
ち
と
紀

恚
写
真
に
収
ま
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

爾
汝
代
表
９
一
九
九
六
年
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